
令和 4年度事業報告
I概 要   :
令和 4年度も従来業務である請負・委任のほか、派遣事業の推進と会員獲
得に取り組んでき.た。新型コロナウイルス感染症は、市内でも減少傾向が見
られたが、物価上昇などによる景気の持ち直しが進まず、仕事の受注や会員
獲得に影響が出た大変厳しい一年となった。

Ⅱ 事業報告
1.会員の増強
会員募集については、市広報誌へ掲載、チラシの配布などC)さ まざまな
機会をとらえて募集を行ったっまた、新規入会者の説明会の毎週開催や、
事業拡大推進員による文所地域での巡回相談や職業相談会の参加など新た
な会員の獲得に努めた。

令和 4年度末の登録会員数は 70
少となった。
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2.事業の実績 :ヽ

公共団体、民間企業、一般家庭等の皆様から多くの就業機会をいただいた。
しかし、新型〒ロナウイルス感染症に係る公共からの駐車場整理業務や降
雪量が少なからたことにより、除雪作業が減少するなど、大変厳 しい事業
結果となった。

:

契約金額は 169, 226千 岡で対前年lL9 4.5%(9, 868千 円)
の減少 となった。

(2)公共 。民間等Dl事業実績

、
、金額 契 約 金 額

区分
＼
、ヽ
＼、 令和 4年度

前年比

令不口8年度

28 918円
| 58,42

156,746円 901,97

752円

906円
101.5%

91, 1:)も般企業 |

783,6()1円 22, 770, 679[II

179, l194, 337円 94.5tll)

(3)シルバー派遣事業実績 (県 シ連高山市事務所 )
国が示す適正就業ガイドラインに沿つた事業運営を推進するため、請負
(委託)契約では受注できない仕事をシルバー派遣で実施 した。
受注件数は 41件、契約金額は47, 002千 円、登録会員は 206名 、
派遣就業延人員は 8, 389人 口で、契約金額では、前年度比 100.3%
(128千 円)の増加となだ)た.                   1

(1)事業実績
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3.総会、理事会及び各委員会等の活動状況
(1)定時総会・(5/27)高山市民文化会館
出席会員 22名 、委任状等 499名、 計 521名
令和 3年度事業報告及び収支決算報告、理事 15名の選任の件、監事 2
鳥の選任の件、理事長に対する権限委任の件
令和移年度補正予算・令和 4年度事業計画・llx支予算・令和 3年度事
故の報告

(2)理事会
① 第 1回理事会 (5/11)
令和 3年度事業報告及び収支決算報告、理事 15名 の選任の件、監事 2
名の選任の件、令和 4年度定時総会議案内容の件、被表彰者の承認、
理事長に対する権限委任
② 第 2回理事会 (5/27)
理事長、昌1理事長 2名、常務理事の選定の件、理事長に対する権限
委任

0 第 3回理事会 (10/17決議の省略)
財産の処分の件、理事長に対する権限委任
0 第4陣1理事会 (12/2)
令和 4年度 L半期事業収支報告、監査報告、令和 4年度事業計画√)変
更及び収支補正予算 (第 1号 )、 理事長に対する権限委任
0 第 5回理事会 (3/23)
令和 5年度役員賠償責任保険の件、令和 4年度事業計画の変更及び
収支補正予算 (第 2号 )、 事務費規定の一部:変更及び令和 5年度事務
費率の件、帳簿書類の処分の件、今和 5年度事業計画及び収支予算、
令和 5年度定時総会の開催の件、理事長に対する権限委任

(3)就業委員会
G 新入会員就業説明会の実施 (毎週水曜日開催 )
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研修、講習会等の開催状況
(1)高齢者織躍人材育成講習会 (県シ連主催)
① 健康セ:ミ ナー&入会説明会(8/23) 一般受講者 9名

② 介護予防 `家事援助講習会(11/15)一般受講者 8名

③ 介護施設補助体験(見学)(11/30)一般受講者 4峯

④ ホテル旅館業務体験 (見学)(11/30)一般受講者 1名

(2)お もてなし′案内人 新入ガイ ド養成講座
0 新人ガイ ド養成講座 (4/7～ 7/26前期座学) 会員 6名

② 新入ガイ ド養成講座 (10/1～ lo/7後期校外学習)会員 4鳥

5× 就業分野の開拓・拡大

新型コロナウイルス感染症は落ち着きをみせたが、大変厳 しい事業展開
となった。事業の開Iriと 拡大については、引き続き発注先の事業所等を訪
間、また公共事業の講負 。派遣の発注についても、市長及び tli各部所、各
支所盤当者にシルバー事業への理解と協力をお願いした。

6.安全就業の徹底
新入会員ドヽ安全就業について t/9周 知、受注時における職員による就業
場所の安全確認、会員の就業依頼時に直接安全確認等σ)安全意識の啓発等
を行った。また、安全委員会及び職員により現場パ トロールを行い安全就
業のお願いをした。

令和 4年度の事故発生件数は、本人傷害事故 3件 (前年 2件 )、 対人事
故 0件 (自な年 0件 )、 対物事故が 2件 (前年 3件)発生した.
今後もあらゆる機会をとらえ.て、会員の安全意識の高揚と徹底を図る。

7.適正就業の推進
就業の基本である臨時的 。短期的な形態で適 I三就業が行われているかを
検証 し、請負と派遣の区別など法令遵守の徹底により講負から派遣に移行
するなど、国が示す適正就業ガイ ドラインに沿ってi_6正就業を推進 した。

8.自 主事業の実施
観光ガイ ド(お t)て なし案内人)
コロナ禍が落ち着きを見せる中、観光客も少 しずつ戻り始めた事により、
ガイ ド依頼も昨年度より増加 した。
現在ガイ ド人数は 22名 で、令和 4年度の受注件数は 73件で、前年度比
178%(32件 )√)増加となったc          1       1



9. 高齢者活用 。現役世代雇用サポー ト事業

令和 4年度も弓|き続き、事業拡大推進員により地域の労働者不足 。現役
世代を支える分:野への講負 。派遣事業の拡大を熙るため、ハローワーク主
催による地域巡回職業相談会の参加、毎週水曜国にはハローワークで雇用
保険受給者を対象とした就業相談会を実施した。また事業所への訪間によ
り事業の派i宣事業等の拡大に努めたc

O.指定管理施設の運営事業
指定管理者として受託ヒ′ている3施設 (高山市丹生川 む国府老人いこい
の家、国府BT本曽垣内地区体育施設)の管理・運営を実施した。

.普及啓発事業
公益社団法人としてホームベージを更新 し、センター事業や運営内容を

掲載 し、情報を公開した。

また、会報 「こだま」の発行、シルバーチラシの配布、市主催の就職面談

会、地域巡回 l・8談会に参力1、 き亀)には社会福祉協議会主催の地域ボランティ
ア活動講座にも参加 し、シルバー事業の啓発、高齢者の就業相談事業を行つ

,t。

.ボ ランティア活動
令和 4年度は、新型コロナウイルス感染症が落ち着きを見せたため、久
しぶ りの活動となった。

① 手筒花火大会後、河川敷の清掃(S/1017名 )

0 剪定班等により福祉センター敷地内の植裁と花壇の管理。(9名 )

3.事務局の強化とセンターの健全経営について
事務局は、センター事業を円滑に運営するために、財政運営や法人管理、
各事業の管理、会計処理など多岐にわたる業務を行つている。

派遣事業の推進により事務量も増大し多様化となっている中で、事務処理

効率化と職員の資質の向上など事務局体権1の強化を行った。
さらには、公益社団法人として、財政面での運営の適正化と法令遵守に

努め、事務局機能の効率化など限られた財源を有効に活用できるよう、財

務体質の健全化に努めた。

■
■

，

ω

各施設の利用状況は下記のとおりです.

1国府老人いこいの家

丹生サ|1老人いこいの家 61人
園府町木曽垣内地区体育施設

1= 549メ、



公益社羅法人高山市シ′レイバー人材センター

令和 4年度事業報告には、「一般社同法人及び一般財田法人に関する法律施行
規則」第 34条第 3項に規定する附属明細書「事業報告の内容を補足する重要な
事項」がないので作成 しないじ



=味
財産増減計算書

令和 4年 4月 1ロ カーら令本15年 3月 31目 まで

科 目 当年度 前年同月 増‐減
般上味員オ産増減の部

1.経常増減の部      :
(1)経常収益

受託事業収益

受取西三分全

受取材料費等

受取事務費

指 ri―管理事業収益

指定管理事業収益

労働者派遣事業等受託 1ズ益

労lal者派遣事業等受託収益

職業紹介事業受託収益

職業紹介事業受託収益

高年齢者活躍メ、材確保育成事業受託収入

高年齢者活躍人|す確保育成事業受託収入

受取全費

工会員受取会費

特別会員受取会費

賛助会員受取会費
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事業費

支払配分全

支
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目1昂 1製本費

lli9,226,265

153,371,472

5,003,227

10,851,566

5,558.000
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0
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135,500
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458,420

342,100
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59,962

232.369
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正味財産増減計算書
合ネ14年 4月 1日 から今和 5年 3月 31輝 まで

科 目 当年度 前年同月 増減

光熱水費

賃普料         :

保険本|      :
諸謝金

租税公課

委託費

貸 lFl損失

指定管理修苺費精算

雑費

管理費

役員報酬

給料手当

法定福利費

退職給il費用

会議費

旅費交通費

通信 i菫搬費

消耗品費

l・属」製本費

光熱水■1費

賃借料

保険本:

租税.公課

支払負担金

委託費

雑費

経常費用オ|

評価損益等調整前当蟻経常増減額

特定資産評価損益等

評価損益等計

当期経常増減額

経常外増減こ,部

(1)経 常外収益

経常外収益計

(3)経 常外費用

車番薩 搬具除去損

経常外費用計

当期経常外増減額

当期―投正味財産増減額

^般正味財産期首残高

一般■:犠財産期末残高

正1来財産期末残高

,

2,370,943

31388,499

2,162,940

779,106

3.466,050

7,432.041)

0

213、 996

270.287

765.672

265,000

161,820

202,730

59,196

8,113

121,929

64,800

151,717

12,211)

813,1359

1()0,331

210,960

1.000

36う .800

834,752

S7 955

1,991,2Cll

3,394)050

2,229,330

605.895

3,716,050

7,295,716

44,861

0

4011,625

8,639)520

255,000

1,160,077

204、 981

58、 953

15.207

50,579

77,750

169,356

5,104

71.260

98.399

1:44,680

1)i10()

361)600

840,744

21.S3r)

379,742

▲ 10,551

△  66,410

173,311

イ)、  251),000

186.324

/、  /14,861

213,996

11、  339,:3:3S

126,152

10,0011

/ヽ  1,257

/ヽ  1,351

2113

/ヽ  7.094

71.350

′'ヽ  12,950

/1 14,639

7.101i

10,09,

1,932

`1、

 3,721

tD

5,211

`ム

 ●、992

66、 125

225,901i 247 234、 249.373 △  8,343.126

′ヽ 2.568、 691 ご玉 1、 113.565 △  1,453.123

0 0 rl

0 0 0

′ヽ 2.368、 694 1,115,51i5 ∠全、 1,′ i53、 119

C 0 0

1

0 i l

1 0 ▲ l

2.568、 695 △  1.1 151 5FD5 △ 1,455、

42、 714.320 43.829t S85 ∠全i l,115、 665

10,145.625 42,714、 32() △  2、 56S、 695

40,145,625 42,714,320 △ 2,568,695



貸借対照表

令和 5年 3月 31目現在

科 目 当年度 前年度 増減

II資産の部       :

1 1、 流4JJ資 産

1   現金
普通預金

未収金

仮払金

上替金

前払金

流動資産合言|

1.固定資産

(1'特定資産

減価償去「う当資産

経営調整資金積立資産

特定資壼合計

(2)そ の他固定資産

車軸運搬共

什器備品

―括償却資産

電話力‖入権

その他巨定資産合計

画定資産合計

資産合計

壼負債の部

1.流動負債

未払金

訂I受仝

議 り全

流動負債合計

負債合計

画正味財産の部

1、
一月比tlレく知 ,こ

(う ちi基本財産への充喜額 )

(う ち特定資産/、の充当額)

正味劇産合計

_  負潰及びIE味財産合計

005、 710

191994,359

10,125,478

81,204

0

453.30()

173,160

21,053,612

11,133,139

77,540

0

187,410

32,250

▲  1,059,253

/ヽ  4、 007,661

3,664

1i

265,890

30,860,051 35,625、 161 /｀  4,765.1 ll‐ l

795

153

０
ん

　

　

（ヽ

リ

7,721,796

14,1ヽ 3,i38

り^

　

０

21,901,953 21,904、 り53 0

2(13、 501

４

　
　
３

　
　
０

()

3

0

〕133.501

▲ 1

()

0

0

233.508 1133.509 ▲ 1

22、 138、 461 22、 138,462

52,998,512 ら7,763.623 △ 1,765、 111

1、 173,824

1,679,063

315,392

728,514

5.397

/ヽ  2,111,668

`ヽ

 49,451

^ 5,397
12.852.8S7 15,049,303 196、 416

12,352.887 15,049、 303 /ゝ 2,196,116

4rl,145,625

(          o)

(     211904,953 )

42,714,320

(   
｀
     o)

(     21.904:953)

r_ 2,568,695

(   l       o)
1 1

(          o)

1`),145.623 49,714.320 △  2,668.695

52.998.512 57,7631623 △  ・l,765,111



財 産 目
令和5年 3月 31日 現

録

在

貸借対照表科日 場所 。物量等 使用目的等

t平 (立 :卜≒

金 r_LJ

(流動資産

現金・預貯金 現金 シ`ルバー人材センター事業のi黎転資金として

指定管理事業の彗転資金を tンて

27,000

178,710

普通預金

高:L信用金庫日枝支店
l・|,686,932

普通預全

高 :|1信用金庫目枝支店
才1官管理事業の運転べ金こして 6,116,237

普通預金

飛騨信 lTl組合山三支I占
4.799,466

普通貯金

飛騨農業協同組合千島支店
702,267

普 iFl貯金

飛騨農業協同組合高111支 |ム
1.6(}5,991

普通預全

高山信用金庫日枝支店
去ノ、き理ザ

'運
転資金として 83.417

未収‐金 高 |ヒ市役所 ほか 9,631,379

会社,県シ連 派遣事業手数お| 282.071

損害保険ジャバン躁 シルバーl●険精算夕, 189,110

労働基準監督暑 雇用保険ギ| 21、 918

仮払金 松本徽章工業輸 レ′` 一中管■ 62,940

高山年金事務所 社会保険お|はカ 18,264

蔵t″、金 リサイク,,ll 17,340

曝全福サービス
令市15牛反役員賠償責任保険

=卜
傷人情報漏 :

いf■険料 170,580

飛騨農業協同組合 争T口 5年度自動車(■意子
=険
料 265.38()

流動資産合 汁
30,81iO, 051

(固定資産 )

特定資産 減価償却引当資産 定期貯金

飛騨農業協同細合千島支店
資産取得資金とし́で管理されている預全 7El、 795

経営調整資/Fk積 立資を 定期預金

高 11∫信用金 lr‐ 目枝文′占

い ―た村ヤン

'事
業の連肯資金 とし́て E―理さ:1′

rし るヽ預金 14,183,158

そ●|イLυ,I定 資′
=
車両運搬具 軽 ン

飛眸 SOい2752
l

軽バン

飛 S単50え8238
1

軽バン

飛騨480あ 9700
l

普通車バン

チ飛馬単400とき7327
1



貸借対照表科目 場所 。物量等 使用目的等 金  額

什器備品 耐火金庫
シ′●バー人材センタ‐事業に使用 し,て いる 1

除雪機
1

′ヽ 1ノ コ ン/

1

電話加人権 ム
［

233,501

固定資産合計 22.138,461

資産合計 52,998,512

(流動負債 )

夫払金 西三分金

9,525,748

材料費等
237.273

給与 ・裁← 委託費等 通絡員委託費・臨時職員議金 272,413

通信運搬費・賃借が}等

そのllll.必要経費

電話料等

OA機器lnL iャ■ 保守料≒
646,738

労働基準監督署 労働保険
=|

28,015

高山年金事務〕〔 社会保険キ1等 34:6,750

全国厚生年金基金 企業年全掛け全 39.400

役員報酬等 役景報酬1等 57)487

前受金 会費 争f日 5年度正会員 ,特 31全 員会費

今和3年度賛助会費

1,560,500

101),000

発注者 18,56=

流動負債合言| 12,852,887

負債合計 1218521887

正味財産 401145,625



4.

公益社団法人高山市シルバー人材センター

財務諸表に対する注記

2.

l. 継続事業の前提に関する注記
該当事項なし

重要な会計方針    |
鉾
魏 藤 鋼

朧 級 鐸 鵬 法

(2)棚卸資産の評価基準及び評価方法
該当:事項なし
(3)固 定資産の減価償去「の方法

④呼誓理趙篭亀聾糞多
いてヽ定額法により実施している。

退職給イヽま引当金は、期末退職給付の要支給額に相当する金額かた)中小企業退職金共済

鶴 霧 駐 鷺 鋒 ftti野
:令 襲 セ観

(6)消費税等の会計処理
消費税等の会計処理は税込方式によっている。

会計方針の変更
該当事項なし

勲
響八疑猟轍 苧騨磁響i轟́ぉりであるこ

3.

(単位 :円 )

牟}鋼
=こ

期末残高 当期増加額 当月1減少額 当期末残高

蔽価償却弓1当資産

経営調整資金積立

合 計

7,721,795

14,183,158

0

0

0

rl

7,721,7115

11,183,158

21,9o4,9う 3 0 U 1.904.953

5.基本財産及び特定資産の財源等の内訳
基本財産及び特定資産の財源等の内訳は、次のとおりであるc

科 目 当期末残高
:う |,指定正味財
穫からの充当額)

減価償却う1当資産

経営調整資金積立

合 計

7,721,7C15

14,183,158

721,795'

18i3.158)

(0)

(0)

21.904,953 (21,904,95i3)

担保に供している資産
該当事項なし

固定資産
`)取
得価額、減価偉 口累計額及び当期末残高

FFj定資産の取得価額、減価償調1累計額及び当期末残高は、次のとおりである(

科 日 取得価緩 減価償却累計額 当期末残高

車輌運搬具

什器備品

合 計

5,236)427

762)630

5,236,123

762,627

5,999,057 5,999,050
`

6.

(単位 :「
r」



8・ 債権
鍵聾 彗 電:貸

倒弔1著金の当期末残高及び当該債権の当期末残高

曜
鷲眩平襲罐調1骨

証牲
争
る目的隷 としている場 緋 0等端 額 務

10・ 満
蓼堡璽暴撃『

債券の内訳並びにllk簿価額、時価及び評価損益

1■ネ華
鶴浴章ξ雲舅冒簿錢農驚よぞ諄薯翼f饉誌罐%亀欝ξず議高は、次のとおりである1

12.基金及び代替基金の増減額及びその残高
該当事項なし

13.指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳
該当事項なし

14.関連該当者との取引の内訳
該当事項なし

15,キャッシュ。フロー計算書の資金の範 l■l及び重要な非資金取引
認定法第5条第12号の規定により作成しない

16.重要な後発事象
該当事項なし

17.その他
該当事項なし

1位 :尉

補助金等の名称 交付者 前期末残高 当期増加額 当難減少額 埼期末残高

t早 4工 :円 リ

貸驚キ|ド
=表
上の:こ

高年齢者就業機会確保
事業費交付金

雇用開発支援事業費等
交付金

運営補助金

厨
　
国
　
市

7,3_19)t101‐

12,000,00o

00,OC,0,000

7,329,(晏 rll l

12,l100,l100

20,r100,OC)0

０

　

　

　

０

　

　

　

０

一
　

一
　

一

合  計 0 89,329,000 39,319,001_3 0



公益社団法人高山市シルバー人材センタこ

附 属 明 細 書

1.基本財産及び特定資産の明細
基本財産の明細及び特定資産の明細はt「 4.基本財産及び特定資産の増減額及び
その残高」に記載のとおりであるため省略している。

2.GI当 金明細
該当なしン


